
■基本方針
中小企業と地域社会にかかる多様なステークホルダーを「集めて、つなげて、価値を創る」中小企業経済圏※の持続的な

拡大・成長・活性化に貢献する

中小企業経済圏の拡大・活性化を通じた価値共創の実現度合いを測る指標として、SCV（Shokochukin Co-Creation 
Value）を新たに設け、今後定期的に進捗を確認していく予定です。

■商工中金グループのありたい姿

■主要戦略（注力する分野）

■主要経営指標

中小企業経済圏の拡大・活性化を通じて、圏の参加者の価値向上に貢献し続ける

SCV
商工中金が

ソリューション提供する
取引先の数

従業員幸福度労働生産性
付加価値額

Industry

産業課題解決
ソリューション
海外展開支援

Innovation

スタートアップ支援
オープンイノベーション

Investment

投資業務
高度金融

Traditional
Banking

銀行機能を深化

Turn
Around

再生ファイナンス事業内容
の例

※中小企業経済圏とは、中小企業に関わるあらゆるステークホルダーを集めて、つなげて、価値を創るためのエコシステム

の実現

中小企業経済圏のイメージ

価値を創る
個人支援者

大学・高専・研究機関行政機関

スタートアップ
中小企業

つなげて

価値を
創る

ファンド 組合地域金融機関

企業の
従業員

中小企業
支援団体

NPO
集めて

グローバル企業 大企業
業界団体

シリコンバレー

グローバル
(インド・アフリカ等)

長期戦略の骨子
2025年度～

長期戦略の骨子

商工中金は、社会の大きな環境変化に対応して柔軟に戦略を見直し、スピード感のある経営判断を行うため、 
2025年度より「ローリング型」の経営管理を導入しました。民営化を転換点として、より一層お客さまのお役に
立つ金融機関となるべく、中長期的に商工中金グループがありたい姿を定め、その実現に向けて取り組んでまいり
ます。
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注力分野 創業期 成長期 成熟期 変革期

連携

Industry ●変化の潮流を先取りし、業界軸を切り口に課題を構造化、解決策を提供

産業課題の解決・産業構造変化への対応

Innovation ●スタートアップ融資に加え、
　様々な主体とスタートアップをつなげて成長を支援

成長企業への積極投資

Investment ●高度ファイナンスや政策投資機能に加え、
　パートナーの資金を中小企業につなぐ “窓” としての
　機能を発揮

成長産業への投融資

Traditional
Banking

●預金・為替・融資といった伝統的機能を深化させ、企業価値の向上に貢献
●セーフティネット機能の発揮

伝統的な金融サービス

Turn Around ●経済圏の新陳代謝を促しつつ、
　ターンアラウンドも支援

事業承継・再生支援

スタートアップ 地域金融機関

グローバル企業
大企業

業界団体 行政機関

中小企業 組合

ファンド

大学・高専・
研究機関

中小企業支援団体

NPO個人支援者

シリコンバレー

グローバル
（インド・アフリカ等）

商工中金グループは、中小企業経済圏に参画する様々なステークホルダーと連携し、創業期から変革期まですべ
てのステージのお客さまに対して価値提供を進めてまいります。
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